
新たな日常 2 学期スタート！ 

教頭 佐藤 康二 

コロナパンデミック未だ終息の兆し見えぬ中、「アブダビ日本人学校すべて

の児童生徒の安心・安全を第一に考え、2 学期を始業しよう！」と校長先生の

号令の下、ADEK および文科省が示す学校再開のコンプライアンスに則り、2

学期がスタートです。 

1 学期は全校休校を余儀なくされた中、オンライン授業(MicrosoftTeams に

よる e-Learning)を実施しました。管理職を含む未派遣教職員と現地教職員が

一丸となり、運営理事会・保護者地域の皆様の理解協力のおかげもあり、児童

生徒に ADEK および文科省が認める教育課程(授業時数)をほぼ完全に実施することができました。 

いよいよ 2 学期がスタートです。とは言えコロナパンデミックに未だ終息の兆しは見えません。

コロナ以前の、今までの「日常」生活を大きく工夫・改変した「新たな日常」生活の構築が、学校教

育にもアブダビ日本人学校の日々の生活の中にも求められているのです。夏休み中、オンライン職

員会議を何度も開いてコロナ感染防止・検温・防疫体制構築について検討を重ねました。学校施設・

設備の防疫強化や児童生徒の登下校・校内生活ルールの見直し、教室廊下通路トイレに至るまで通

行や順路を工夫確認しました。また、アブダビ日本人学校運営理事会の皆様のご理解とご支援で、

サーマルカメラ他検温機器、消毒器具、殺菌用具、通行表示が設置されます。登校した児童生徒のみ

なさんは驚くかもしれませんね。 

しかし、これが日本人学校の「新たな日常」なのです。そしてこの「新たな日常」生活のルールを

守って児童生徒の皆さんは、充実した学校生活を送ることになるのです。 

「新たな日常」とは今までの生活習慣を振り返り、新型コロナウイルス感染防止・防疫の視点で

取捨選択すべき行動や習慣を見直した新しい生活習慣のことです。「新たな日常」は世界中で、もう

すでに始まっています。マスクをすることや、手洗いうがいの励行は日常化しました。不要不急の

外出を控え、ソーシャルディスタンスをとることは常識になりました。初対面の人とハグやキスを

するようなあいさつ、さらにハイタッチで喜び合うような行動は見られなくなりました。それでも、

このグローバル社会に生きる世界の人々は、心の通うあいさつはできるし、感動を伝える行動やコ

ミュニケーションもできるのです。アブダビ日本人学校に通うすべての皆さん、この「新たな日常」

の時代にあって、知を磨き、体を鍛え、心豊かな「人間力」を高めていこうではありませんか。 

8 月末になっても、校長先生以下 6 名渡航できず、私も東京都内のホテルで忍耐の日々。外は 35

度を超える猛暑残暑が続いています。日本にいながら暑さだけはアブダビを体感？しています。 

「いやいや、そんな暑さじゃないですよ。

早くアブダビに来てください。」と 1 学期

オンライン授業や会議をした児童生徒・教

職員保護者諸氏の声が、吉兆の響きを伴い

聞こえてくるようです。 

令和２年度 
９月号 

R2.９.1発行 

編集：教頭 



 

学校再開アブダビプラン(8/20 通知)より 
＊登校について…隔週でグループ A・B に分かれて登校 
グループ A…G1 G2 G5 G6 
グループ B…G3 G4 G7 G8 G9  

＊安全、安心、健康を守るために 
・ソーシャルディスタンスの確保 
・1 日 1 回の校内清掃と消毒、1 時間 1 回のトイレ清掃と消毒 
・学校敷地内は右側通行とします 
・移動時間には教職員が監督、指示をします。 

 

＊やむを得ず中止する行事・・・水泳教室・夏フェス・BSAK 交流・
百人一首大会・英検および漢検・集会・委員会・スポーツ教室・
修学旅行・砂漠行事・幼少交流・ナショナルデー関連行事 
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＜コロナ対策・2 学期準備＞ 
先生方は、夏休み返上で 2 学

期開校の準備。校舎内の防疫・
消毒備品購入、配置そして表示
の作業に取り組みました。 


